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平成２２年度の決算 及び 財務諸表
　

　①各決算の内容
　

　　 　会　　　計　　　名　　　　   歳入(千円)　  歳出(千円)　  収支(千円)

　 一般会計　　　 　　　　　　　　　 17,519,481 　　16,878,541　　　641,030

　　　国民健康保険　　　　　　　　　  5,851,262 　　 5,765,057　　　 86,205

　　　老人保険　　　　　　　　　　　　   11,031　 　　  11,031　　　      0

　　　後期高齢者医療　　　　　　　　 　 359,510 　　　 358,677　　　　　833

　　　　　　  介護保険事業　　　  　  2,353,476 　　 2,351,548　　　  1,928

　　　　　　  介護サービス事業   　 　   11,156　　　   11,097　　　　　 59

　　　公共用地先行取得事業　　　　 　　 137,967　　 　 137,967　　　　　　0

　　　区画整理・南部第一　　　　 　　　  31,624　　  　 31,124　　　　　500

　　　区画整理・南部第二　　　 　　　　 346,963　  　　346,463　　　　  500

　　　区画整理・南部第三　　　 　　　　 211,496　 　　 210,094　　　　1,402

　　　区画整理・南部第四　　　 　　　　 203,399 　　 　194,879　　　  8,520

　　　公共下水道　　　　　　　 　　　 1,403,421 　 　1,402,421　　　　1,000

　　　農業集落排水　　 　　　　　　　　  94,955 　 　 　94,952　　　　　　3

　　　住宅資金等貸付　　　　 　　　　　   7,928　 　　   7,927　　　　　　1

　　　　　　 収益的収支　　　　　　　 1,090,774 　　 1,015,822　　　 74,892

　　 　　　　資本的収支　　　　　　　　 218,400 　　 　532,304　　▲313,904

　※ 各数値は平成２２年度 結城市決算審査意見書より抜粋

　※ 水道事業会計の資本的収支の不足額は、当年度分消費税資本的収支調整額、

　　 過年度分損益勘定留保資金より補填
　

　② 各種財務諸表　　※ ()内は、黒字比率をマイナスとして算出したもの

　

　実質赤字比率　　　　　　   13.26 　　 　 20.00　　－ (- 5.82)  － (- 6.22)

　連結実質赤字比率　　    　 18.26 　　　  35.00　　－ (-18.72)  － (-19.15)

　実質公債費比率　　　 　 　 25.0  　　　  35.0　  　　  15.1   　　　16.1

　将来負担比率　　 　 　　  350.0  　　   －　　　　　   99.7 　　　 111.5
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またもや自然災害が･･･
　

　みなさんこんにちは。結城市議会 会派「結政会」です。

　先ごろの台風は、日本各地に大きな災害をもたらし、

結城市におきましても床下浸水の発生する地区が出るなどの

被害がありました。被害にあわれました皆さまには心から

お見舞い申し上げます。

　３月の震災に続いての大きな災害に、自然の猛威の恐ろしさを痛切に感じる

とともに、大規模化する災害、都市化が進んだ故に発生する特徴のある災害を

分析し、迅速に災害対応の考え方を見直す時期と思います。何時また起きるか

わからない災害への対応は待ったなしで取り組まなければなりません。

　このテーマは会派でもしっかり議論して行政に意見を述べていきたいと

考えております。

　

平成２３年 第３回 定例会では･･･
　

　今回の議会は、新市長の就任後間もないこともあり、

例年に比べ１週間遅い開会となりました。

　補正予算の審議、平成２２年度の一般会計、特別会計、

水道事業会計の審査、副市長・公平委員の選任や教育行政に

関する請願の審査が行われました。
　

　① 結城市副市長の選任

　② 結城市公平委員会の委員の選任

　③ 教育予算の拡充を求める請願の審査

　④ 早期の学校耐震化 及び 教育復興を求める請願の審査

　⑤ 平成２２年度 一般会計・特別会計・水道事業会計の審査
　

　決算審査にあたっては、毎年、議員全員で構成する決算特別委員会を設置し

審査を行っています。３日間の決算審査の中で、多くの議員が登壇し、事業の

成果や来年度予算編成に繋がる意見を述べました。



　第３回 定例会 終了後の１０・１１月のこの時期は、

常任委員会の行政視察、各会派の行政視察、運動会や

地域のお祭りなど多くのイベントへの参加など、

議員にとってもあわただしい時期となります。市内各地の

行事などでお会いする機会がありましたらどうぞ宜しくお願いします。

　季節の変わり目でもありますので、皆さまも体調管理には留意され、

色々な秋（芸術・スポーツ・食欲 などなど）を楽しんでください。

　また、会派や本誌に対して、皆様のお気づきの点や、ご意見、ご要望などが

ございましたらお気軽に声をお寄せ下さい。宜しくお願いします。

結政会 議会報告会
やります！

　今回、初の試みとして「結政会」による議会報告会を下記の内容で実施します。

初の開催でもあり、至らない点も多々あるかと思いますが、一方通行ではなく、

意見交換を交えながら、皆さんの声をしっかり伺える会としたいと考えています。
　

　日　時  ： 平成２３年１１月１２日（土）１９時より

　会　場  ： 栄町 児童会館 （ 結城市結城12020-43 ）

 主な内容 ： 北部地域区画整理について

　　 　　　　下水道整備について

　　　 　　　道路整備について
　
　

　自治会さんの施設などをお借りしての開催が

主体となるかと思いますが、地域にとらわれず、

多くの皆さんのご参加をお待ちしております。

　皆さんの地域で開催の希望がございましたら、

ぜひお声かけ下さい。
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～コラム～ 外郭団体の運営について考える

　結城市にも外郭団体（あるいは同等の位置づけの組織）がいくつかありますが、

その１つである財団法人 結城市文化スポーツ振興事業団の理事長が去る７月に

当時の市長（現市長ではなく前市長）から民間人（市議会議員経験者）に変わりました。
　

　これまで市長が理事長を兼務しておりましたが『外郭団体の民営化』を念頭に、

７月の理事改選時に辞退したことによるものですが、市長（前市長）の任期満了まで

２ヶ月弱というこの時期に断行するのではなく次期市長に委ねるべきであった事、

実施するのであれば、もっと早くに行い、市長自身が任期中に経過を検証すべきで

あったこと、そして議員経験者が理事長となることで、今後、議員経験者の天下り

ポストのようにならないか、大変心配をしております。ちなみに、同様に市長が

会長を勤めていた結城市社会福祉協議会の会長職は、前市長の就任からそれほど

間を置かずに、早々に民間の方となっており、現在も継続しています。
　

　また、事業団の管理職には市役所退職者が再雇用されていること、結城市から

３施設の指定管理者を受けることで得られる委託料が財団運営費の中心となっている

ことから、市への依存度は高く、経営状況までを含めて民営化へシフトすることは

非常に難しいと考えております。
　

　再雇用の状況についても、毎年多くの市職員が退職をされる中、こういった形で

再就職できるのは一部の方であることから、公平性も確保しなければなりません。

その一方で、年金支給年齢の引き上げは社会的な問題になっており、市役所、

民間を問わず雇用問題についても考えなければなりません。
　

　結城市ではこれまで職員削減計画を実施してきましたが、臨時職員、嘱託職員、

外郭団体の職員は対象に入っておらず、計画に書かれている職員数と、実際に動いて

いる職員数に開きがあるのも事実です。
　

　こういった状況から考えるには、現状の外郭団体方式から直営方式に切り替え、

市役所退職者、民間退職者を嘱託職員として雇用し、組織を運営し、人件費を抑え

ながら、かつ、市の方針がストレートに反映できる運営が出来ないかということです。
　

　もちろん、現在の財団の正規職員さんの処遇も考えなければなりません。

財団職員は、ほぼ市職員に順じた雇用条件であることから、市職員として組み込み、

全体数として捉えて職務機構を編成し、計画的な職員定数削減を実施し、

真の意味での財政改革を行うべきと考えております。
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